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Summary
The relationship between character strength (perseverance-honesty, courage-ideas, compassion-
gratitude, and fairness-care), pre-school-teacher-efficacy, and self-directed work attitude was investi-
gated. Study was a cross-sectional examination of university students majoring in early childhood care
and education (N=420). The results indicated that character strength increased pre-school-teacher-
efficacy, which in turn increased self-directed work attitude. Moreover, there were positive relation-
ships among courage-ideas, compassion-gratitude and self-directed work attitude. In the future, it
would be necessary to conduct an intervention study that improves character strength of university
students majoring in early childhood care and education and examines the effect of this intervention
on pre-school-teacher-efficacy and self-directed work attitude after employment.
問 題
待機児童対策による新設保育所の増加，子育て
支援や長時間保育といった多様な保育ニーズへの
対応など，保育所・幼稚園は，就学前の子どもの
育ちを支える機関として重要な役割を果たしてい
る（傅馬・中西，2014）。保育者養成機関におい
ては，質の高い保育者の育成が望まれ，保育士資
格の国家試験導入の議論や，4年制大学化の動き
がある（森本・林・東村，2013）。
その一方で保育者の早期離職など，保育の質を
低下する事態が深刻な問題となっている。保育士
に関しては，勤務時間内外にまたがる多忙さに加
え，不規則な休み，低い給与，キャリア発達を望
めない階級構造等の問題が指摘されている（伊
藤・林・小山，2004）。また，幼稚園教諭の早期
離職は，職場の労働条件，人間関係の問題が背景
にあり，そこに女性のライフサイクル，中堅のキャ
リア変化などの問題が重なることが指摘されてい
る（川俣，2008）。楠本・池田（2012）は，卒業
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後5年間でおよそ5割の幼稚園教諭が離職し，現
職幼稚園教諭の5割が勤続年数5年未満であるこ
とを「保育者の5年問題」と指摘している。また
三谷（2006）は，就職後2ヶ月が過ぎた保育者の
中には，園長や先輩保育者，保護者の視線が気に
なる，他の保育者と比較して自分の力量のなさに
落ち込む，他の保育者に負けないように努力する
一方で，先輩保育者や園長の意見に耳を傾けられ
なくなるなど特定の傾向を示す者がいることを報
告している。この他にも，保育職を離職する理由
や，職場への定着を妨げる要因について様々な検
討が行われてきている（e.g., 傅馬・中西，2014；
遠藤・竹石・鈴木・加藤，2012；加藤・鈴木，
2011；水野・徳田，2008；森本他，2013）。
これらの研究から，保育者の早期離職に影響を
及ぼす要因について知見が蓄積されている。一方
で保育者の継続的な就業に繋がる要因に関しては
十分に検討されているとはいえない。廣川（2008）
は，離職に繋がる要因を明らかにする研究も重要
であるが，保育実践の場における人材の確保，保
育者の保育力の維持・向上に寄与するという意味
では，どのような要因が保育者として就業を継続
する意欲に影響するのかを明らかにする研究も重
要であることを指摘している。継続的な就業に影
響する要因として，佐々木・加藤（2017）は保育
職のやりがいに関する検討を行い，新卒時から同
じところで継続的に働いている66名の保育者に対
して，労働条件（賃金，労働時間）よりもやりが
いが重要かどうか質問した結果，65．5％が肯定的
な回答をしている。全国保育士養成協議会専門委
員会（2009）の調査では，現役の保育者の約95％
が保育の仕事に何かしらのやりがいを感じている
反面，約8割が少なくとも一度は離職を考えたこ
とがあることを報告している。
上村（2011）は，深刻な状況において適応的な
状態でいようとする力であるレジリエンス（ソー
シャルサポート，自己効力感，社会性）が，保育
士のメンタルヘルスと正の関連を示すことを明ら
かにしている。また，保育者効力感に関する研究
では，保育者効力感が高いものほど離職動機が低
く（田頭，2012），ストレス反応が低い（西坂，
2002）ことが示されている。他にも保育者特性（愛
他性，共感性，論理的思考性，気働き，社交性，
行動力，養育力）に関する研究（藤村，2010）や，
保育者適性（子どもに対する親和性，自律，共感，
規範，教育）に関する研究（伊澤・永房・星，
2007）において，継続的な就業への影響が示唆さ
れる要因が取り上げられている。
しかしこれらの研究では未検討な点が二つあ
る。一つ目は，保育職への就業に対する態度の測
定に関する点である。これまでストレス（西坂，
2002；上村，2011）や離職動機（田頭，2012），
離職経験（佐々木・加藤，2017）に関しては検討
されているが，保育の質を保証するような保育者
の積極的，自律的な就業態度との関連を検討した
研究は見当たらない。組織心理学において，組織
が活性化し，成長を続けていくためには，個人の
自発的な職務改善が求められる（Frese, Kring,
Soose, & Zempel, 1996; Morrison & Phelps,
1999）。保育の現場でも，より質の高い保育を実
現するためには，子どもたちのために自分にどん
な工夫ができるのか，保育者自らが考え職務改善
を積み重ねていく必要があるだろう。
二点目は，人格特性としての長所や強みに関し
て十分に検討されていない点である。近年ポジ
ティブ心理学を中心として，人の強み（strengths）
に関する知見が注目されている（Lopez & Sny-
der，2009）。強みとは「人が活躍したり，最善を
尽くしたりすることを可能にさせるような特性
（Wood, Linley, Maltby, Kashdan, & Hurling,
2011）」であり，特に品格（character strengths）
に関して検討が進められている。Peterson &
Seligman（2004）が，6領域（知恵と知識，勇
気，人間性，正義，節度，超越性），24種類の品
格を提出して以来，品格が精神的健康，学業成績，
職務満足感など様々な面にポジティブな影響を及
ぼす事が報告されている（e.g., Brdar & Kashdan,
2010）。これまで幼稚園・保育所が採用時に重視
する事の最上位が「人柄」であることを示した研
究（高山・小黒・伊藤，2010）や，保育者養成校
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在学生の人格の特徴に関する研究（大野・吉村，
2006；高橋・高岡・林・岩本，2016）が行われて
いるが，実際に保育者の人柄や人格が保育職での
就業にどのような影響を及ぼすかを検討した研究
は見当たらない。以上の議論から本研究では，保
育者のもつ人格の強みとしての品格が保育職への
継続的な就業，特に自律的な職務態度に及ぼす影
響を明らかにすることを目的とする。
本研究では保育者養成校の卒業を直前に控えた
学生を対象として調査を行い，品格が保育職への
自律的な職務態度にどのような影響を及ぼすのか
を明らかにする。品格が保育職への職務態度に及
ぼす影響に関しては，直接の影響だけではなく，
保育者効力感を媒介変数として仮定した検討も行
う。小林・浅野（2016）は，学生個人の社会的ス
キルが高いほど教育実習後の保育者効力感が高い
ことを明らかにした。このことは，個人の持つス
キル・特性に応じて，保育者効力感が変化するこ
とを示唆しているといえる。根気強さなどの品格
についても，そのような品格が高い個人は，保育
者養成校在校時や就職後に保育者効力感を高め，
そのことが保育職への自律的な職務態度に影響を
及ぼす可能性がある。
本研究の仮説として，品格が高い学生ほど，保
育者効力感が高く（仮説1），保育者効力感の高
い者ほど，保育職への自律的な職務態度が高い（仮
説2）という2点を立てた。
方 法
調査対象者
2016年1月に保育者養成校の卒業を直前に控え
た学生466名を対象に調査を行なった（女性425
名，男性2名，不明39名，平均年齢21．81歳（SD
＝1．10））。回答に不備のあった者を除外した結
果，最終的に420名が分析対象となった。対象者
の進路としては，保育所（185名），幼稚園（104
名），認定子ども園（19名），施設（17名），その
他就職（33名），進学（55名），回答なし（7名）
であった。
質問紙
（1）個人の品格を測定する尺度として，井邑・
青木・高橋・野中・山田（2013）の作成した児童
生徒用品格尺度を用いた。この尺度では，「根気・
誠実（例：他の人が見ていない時でもさぼらな
い）」，「勇気・工夫（例：少々反対されても，自
分が正しいと思う考えを主張できる）」，「寛大・
感謝（例：今までの自分を振り返ると，感謝すべ
き事がたくさんあることに気づく）」，「フェア・
配慮（例：誰にでも平等に接することができる）」
という4種類の品格を測定することができる。本
尺度は児童生徒用に作成されたものであるが，項
目は学生に対しても利用可能であると考えた。井
邑他（2013）では，児童生徒用品格尺度を大学生
に実施したところ，児童生徒と同様の4因子構造
であることが確認されている。4種類の品格を測
定する16項目について，「1．全く当てはまらな
い」から「4．非常に当てはまる」までの4件法
で回答を求めた。（2）保育者としての自信を測定
するために，保育者効力感尺度（三木・桜井，
1998）を用いた。保育者効力感に関する10項目に
ついて，「1．全く当てはまらない」から「4．
非常に当てはまる」までの4件法で回答を求め
た。（c）保育職への自律的な職務態度を測定する
ために，自発的職務改善尺度（浅井，2013）を用
いた。卒業後の就職先で職務改善を行う意思を測
定する6項目（例：私は，決められた仕事をする
だけでなく，自主的に目標や課題を設定して取り
組みたいと思う）について「1．全く当てはまら
ない」から「4．非常に当てはまる」までの4件
法で回答を求めた。
結 果
全変数の記述統計量
品格尺度，保育者効力感尺度，自発的職務改善
尺度の平均と標準偏差，Cronbach の α 係数を Ta-
ble1に示す。いずれの尺度も αs＞．81と満足で
きる値であった。品格尺度に関しては，大学生に
おいても4因子構造が確認されるかを検討するた
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Figure1 品格，保育者効力感，保育職への自
律的職務態度の関連モデル
めに，確証的因子分析を行ったところ，GFI
＝．964，AGFI＝．941，RMSEA＝．037と 十 分 な
適合度が示された。
また，就職・進路別（保育所，幼稚園，認定こ
ども園，施設，その他就職，進学）の品格尺度，
保育者効力感尺度，自発的職務改善尺度得点を
Table2に示す。
品格と保育職への自律的な職務態度の関連
品格と自律的な職務態度の関係について，対象
の2変数以外の変数をコントロールした偏相関分
析を行なった。その結果，自律的な職務態度と勇
気・工夫（r＝．27，p＜．001），寛大・感謝（r＝
．16，p＜．001）の間に有意な正の相関が示され
た。
次に，4種類の品格（根気・誠実，勇気・工夫，
寛大・感謝，フェア・配慮）が保育者効力感に影
響を及ぼし，品格と保育者効力感が保育職への自
律的職務態度に影響を及ぼすというモデルを仮定
し，共分散構造分析を行った。ワルド検定によっ
て有意な影響が見られなかったパスを削除しなが
ら同様の分析を繰り返した結果，GFI＝．993，
AGFI＝．973，RMSEA＝．026と許容できる適合
度が示された。
最終モデル（Figure1）を見ると，まず保育者
効力感に対しては，勇気・工夫，根気・誠実，フェ
ア・配慮からいずれも正のパスが見られた。これ
は仮説1を支持するものであった。小林・浅野
（2016）は，社会的スキルが高いものほど，実習
後の保育者効力感が高いことを示したが，本研究
の結果からは，自分の頭で考え，根気強く物事に
取り組み，常に周りへの配慮を忘れないといった
品格の高い学生ほど，保育者養成校での学びの中
で保育者としての自信を深めていく可能性がある
ことを示唆していると考えられる。
次に，保育者効力感から自律的職務態度に対し
ては正のパスが見られた。これは仮説2を支持す
る結果であり，保育者効力感の高い学生ほど，保
育の仕事に自律的，積極的に取り組む意思が高い
ことが分かった。また，保育者効力感を媒介しな
い過程として，勇気・工夫，寛大・感謝から，自
律的職務態度に対していずれも正の影響が見られ
た。人の持つ強みの利点は，様々な状況で個人が
最善を尽くすことを可能にすることである
（Wood et al., 2011）。就職を控えた不安な時期で
Table1 全変数の平均，標準偏差，α 係数
平均 SD α
根気・誠実
勇気・工夫
寛大・感謝
フェア・配慮
保育者効力感
自律的職務態度
2．53
2．54
3．04
2．68
2．71
2．48
0．82
0．86
0．93
0．87
0．94
0．92
．84
．81
．89
．87
．93
．86
Table2 就職・進路別にみた平均，標準偏差，α 係数
保育所（185人） 幼稚園（89人） 認定こども園（19人） 施設（17人） その他就職（33人） 進学（55人）
根気・誠実
勇気・工夫
寛大・感謝
フェア・配慮
2．72（0．50）
2．66（0．56）
3．20（0．54）
2．80（0．53）
2．70（0．51）
2．77（0．56）
3．23（0．53）
2．86（0．52）
2．84（0．53）
2．80（0．54）
3．44（0．48）
2．98（0．46）
2．72（0．44）
2．69（0．45）
3．35（0．49）
3．02（0．53）
2．87（0．48）
2．93（0．66）
3．37（0．37）
2．96（0．52）
2．49（0．53）
2．49（0．53）
3．19（0．49）
2．82（0．57）
保育者効力感 2．90（0．58） 2．92（0．54） 3．07（0．40） 3．26（1．17） 3．01（0．64） 2．59（0．73）
自律的職務態度 2．67（0．52） 2．82（0．59） 3．15（0．44） 2．92（0．39） 2．91（0．46） 2．26（0．61）
114 井邑 智哉，安氏 洋子，岡花祈一郎，阪木 啓二
あっても，勇気・工夫，寛大・感謝の得点が高い
学生は，勇気をもって一歩を踏み出す決意をし，
現在の状況に対する感謝をすることで，保育職へ
の就業を前向きに捉えられると考えられる。
以上の結果から，品格が保育職への自律的職務
態度に影響を及ぼすこと，その影響を保育者効力
感が一部媒介することが示唆された。ただし，本
研究で得られた結果は調査により得られたもので
あり，品格と保育者効力感，自律的職務態度の因
果関係については言及できない点に注意が必要で
ある。今後は，保育者養成校在学生を対象として，
品格に関する介入研究を行い，就職後の保育者効
力感，自律的職務態度に違いが見られるのかを検
討していくことが求められる。品格を高めていく
トレーニングとしては，品格教育（e.g., 青木，
2014），強みに基づくアプローチ（e.g., Park & Pe-
terson, 2008），強みの自覚（e.g., Quinlan, Swain,
& Vella-Brodrick, 2012）に関する研究などを参考
にしながら，その内容を構成することができるだ
ろう。
また，全国保育士養成協議会専門委員会（2010）
によると，卒後2年目は養成施設を卒業した後の
延長期間と，専門職に就いた新人の期間の「のり
しろ」として離職を食い止める鍵となる時期であ
る事を示している。この時期の保育者に対して，
品格の観点から園全体でどのような支援ができる
のかも検討していく必要がある。
〈付記〉
調査にご協力いただいた学生の皆さんに深く感
謝申し上げます。なお本研究は，平成28年度保育
士養成協議会ブロック研究助成金の交付を受けて
行われた。
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